
事業所名 リハビリテーション颯 みずの             

運 営 推 進 会 議 等 開 催 報 告 書 

開催日時 令和 7 年 9 月 29 日 10:00～10:30 

参加者 議題 

利用者       1 名 

地域住民の代表者  1 名 

市職員       1 名 

地域包括支援センター職員  1 名 

事業所       1 名 

 

〈運営状況〉 

・デイサービス/利用者様推移、人員体制、 

避難訓練、事故報告 

  <地域との連携について> 

・スタッフ：体操教室 

・利用者様：地域活動 

 

会   議   録 

１． 運営状況 

■延べ利用者数 (単位: 名) 6 月: 660 7 月: 691 8 月: 608 9 月 (予測): 647 

■令和 7 年 6 月 人員体制 介護福祉士 1 名 (パート) 採用  

看護師 1 名 (パート) 採用 

■避難訓練 

令和 7 年 9 月 1 日に地震を想定した避難訓練を実施しました。 

訓練結果 

 地震発生から避難完了まで：3 分 6 秒 

 体調不良者：0 名 

課題と今後の対応 

 課題①：猛暑時の外での長時間避難が困難 

 対応：安全を確認後、屋内待機または送迎へ移行 

 課題②：頭部保護対策の強化 

 対応：防災頭巾のような備品を検討 

 課題③：聴覚障がいの方への情報伝達 

 対応：防災意識を高める週間を設定し、全員で周知徹底 

■事故報告 

対象期間：令和 7 年 6 月～8 月 

転倒 4 件、熱中症 1 件 

熱中症報告（8 月） 

【発生状況】 

お迎え時、自宅前にて仰向けで倒れている I 様をスタッフが発見。 

【初動対応】 

呼吸あり、呼びかけに無反応であることを確認後、速やかに救急車の手配、ご家族・

ケアマネジャーへ連絡。 

自宅内に移動させ、保冷剤で冷却処置を行いました。 

 

 



【その後の経過】 

病院搬送後、I 様は回復に向かっているとのご報告をいただきました。 

今回の件は、外出先から帰宅した際に熱中症で倒れられたものと判明しました。 

発見が遅れていたら命の危険があったとのことで、危機管理の重要性を再認識い

たしました。 

【再発防止策】 

基本的にはご自宅内で待機いただくよう声掛けしていますが、同様の事態を防ぐ

ため、送迎時の体調確認をより徹底し、他の利用者様にも改めて注意喚起を行いま

した。 

 

２． 地域との連携について 

① 外部での講師・事業所紹介 

 西陵地域交流センターにて体操教室 (1 件) 

 みずの坂集会所にて体操教室 (1 件) 

 北山集会所にて事業所紹介 (1 件) 

② 利用者様の地域活動参加状況 

 パルティせと 書道教室 (2 名) 

 麻雀クラブ・麻雀大会参加 (1 名) 

 水野公民館・西陵公民館にて将棋教室 (1 名) 

 利用者様ご家族経営カフェの利用 (6 名) 

 スポーツ吹き矢 (1 名) 

 市民体育館ジム (1 名) 

 尾張旭スポーツジム (1 名) 

 品野・市民体育館ミニテニス復帰 (1 名) 

 サロンドココ・みずの坂集会所（みんなの学校）参加 (3 名) 

 朝起き会 (3 名) 

 就労継続支援 B 型リハスワーク利用 (2 名) 

 他デイサービスとの情報交換 (2 件) 

 旅行復帰 (1 名) 

地域の事業参加や外出意欲が、運動意欲向上につながっています。 

 

【次回：令和 8 年 3 月頃開催予定】 

 


